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40 mg、eGFR≧90 mL/min/1,73m2の3名で60 mgを投与した。TLS予防中の化学療法によつて、
血清尿酸中央値は開始前8.O mg/dL(3.2-10.6 mg/dL)からday 5で3.3 mg/dL(1.1-5.8 mg/dL)
に低下 (p<0.0001)し、全症例で化学療法中の血清尿酸値コントロールは達成された。血清クレ
アチニン値は開始前中央値 0.81 mg/dL(0。5-1.44 mg/dL)からday 5で0,72 mg/dL(0。57-1.35 mg/dL)
に低下 (p<0,0003)、eGFRは開始前中央値 56.4m1/min(37.8-111.9m1/min)からday 5で66。7
mL/min(49。2-126.5 mL/min)に増力日(p<0.038)した。一方、血清ヒポキサンチンおよびキサン
チン濃度はday lで3。 1±1.0口g/mLと5.6±1.5 μg/mLと増加し、day 7には 1,2±0.4 μg/mLと
1。3±0.8 μg/mLまで低下した。尿中ヒポキサンチンおよびキサンチン濃度はday lで94。3±31.0
μg/mLと191.8±47.5 μg/mLと増力日し、day 7には16.3±4。O μg/mLと58.5±12.l μg/mLまで低下
した。また、血清フェブキソスタットの血中最高値は投与2時間後に40 mg群(7名)で891.8士
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